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研究成果の概要（和文）：本研究では，文学作品の典拠となる和歌を内容に基づいて検索する手法を提案した．提案し
た検索手法は，(1)指定された検索語，(2)検索語と完全に同じ意味を持つ類似語，(3)検索語と類似した意味を持つ類
似語，(4)検索語から連想される連想語を含む和歌を検索可能とするものである．同義語と類似語は，主にEDR電子化辞
書の概念体系に基づいて求められる．連想語は和歌に含まれる単語の共起頻度情報に基づいて求められる．さらに，万
葉集巻1中の84首の和歌に含まれる509語の単語を対象として連想語を求める実験を行い，連想語を求める指標としてMI
-Scoreを用いて連想語を求めることが妥当であるとの結論に至った．

研究成果の概要（英文）：In this research, we have proposed a search function for source poems of Japanese 
literary works based on contents of the poems. Our proposed function makes it possible to obtain source po
ems which include (1) specified keywords, (2) equivalent terms, (3) synonyms, and (4) associative words. A
n equivalent term is a word that has the completely same meaning of the keyword. A synonym is a word that 
has the almost same meaning as the keyword. These are obtained according to the conceptual hierarchy in th
e EDR electronic dictionary, while associative words are obtained based on the co-occurrence information o
f words included in poems. Moreover, we have conducted the experiment which obtains associative relationsh
ip between 509 terms contained in 84 poems in the volume 1 of Manyoshu, the oldest anthology of Japanese p
oems. The experiments have shown that associative words should be obtained according to the criterion base
d on MI-Score.
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１．研究開始当初の背景 
「月日は百代の過客にして，行かふ年も又

旅人也」という『奥の細道』の文章は，「都
をば霞とともにたちしかど秋風ぞ吹く白河
の関」という和歌を「空間の移動である旅を
時間の推移に置き換えた」と解釈した上で，
「繰り返す時間を旅人」として表わそうとし
ている．このように，近世散文の中には，そ
れ以前の和歌の内容を言い換えた表現が多
く含まれている．その典拠である和歌を参照
することは，より深い散文の理解に必要不可
欠なものである．しかし，現在のところ，典
拠となる和歌は表記に直接現れる語句に基
づいてしか探ることが出来ていない．語彙や
和歌の内容に基づいた典拠の発見が出来れ
ば，文学史の流れのみならず，広く我が国全
体の文化・伝統の由来や変遷をより鮮明なも
のにすることができる． 
 

２．研究の目的 
文学作品は，必ず前時代の作品の一部を典

拠として発展させているという特徴がある．
それは文化の変遷や伝統が次世代に継承さ
れていく様相を示している．従ってその具体
的な特徴を探ることは文学史の究明だけで
なく，文化の変遷過程や伝統の継承を明確に
し，歴史や民俗の分野にも大きな意義のある
ものである．それには文章の意味による典拠
を探ることが不可欠である．これには研究者
が広く古典籍を読解し多大な時間をかけて
探求するしか方法がないというのが現状で
ある．語彙検索による典拠探査は近年容易に
なってきたが，意味による典拠検索は困難で
あり未発見の部分も多い． 
そこで，文章の意味から典拠を探るシステ

ムを開発し，古典籍における未発見の影響関
係を明らかにしていくことを本研究の目的
とする．なお，本研究では，対象とする和歌
を我が国最初の歌集であり，最も多くの文学
作品に影響を与えたと考えられる『万葉集』
に掲載された和歌に限定する． 

 
３．研究の方法 
具体的な研究の方法は以下の通りである． 
 

(1)本研究を進めるにあたり，代表者らがす
でに開発・公開している万葉集和歌検索シス
テムの改良から取りかかる．これまでの検索
システムには，和歌の検索速度や和歌データ
のメンテナンス性などに問題があり，これら
を解決する必要がある． 
 
(2)従来の和歌検索手法では，ユーザーが指
定したキーワード（以降，検索語）と和歌の
文字列との間の単純な文字列マッチングに
より，ユーザーが所望する和歌を検索する．
これに対して，本研究で提案するシステムで
は，より柔軟に内容に基づいて和歌を検索す
るために，検索語の同義語，類似語，連想語
を求めて，検索語以外にこれらの単語を含む

和歌を検索する．そのために，まず，検索語
の同義語と類似語を求める手法を提案する．
ここで，同義語とは検索語と全く同じ意味を
持つ単語であり，類似語とは検索語と似た意
味を持つが全く同じ意味を持つとは言えな
い単語である． 
 
(3)検索語から連想される単語である連想語
を求める．ある単語が指定された検索語と同
じ和歌に同時に用いられている頻度が高い
場合，２つの語は連想関係にあると考える．
つまり，連想語は，２つの単語の共起頻度情
報を用いて求める． 
 
(4)(3)における単語の共起頻度情報を求め
るために，和歌の内容を表すキーワードを抽
出する仕組みを提案・実現する． 
 
４．研究成果 
23 年度は，和歌検索の速度を向上させる，

より複雑な検索条件の指定を可能とする，和
歌データのメンテナンスなどの更新がより
簡単に行えるようにする，などの観点に基づ
いて，過去に構築していた万葉集和歌検索シ
ステムを，データベース管理システム
SQLite3とプログラミング言語Javaを用いて
再構築した．これは，万葉集に掲載されてい
る和歌を対称とした典拠和歌検索システム
を実現するためには，まず，従来の万葉集検
索システムの問題点を解決しておくことが
必要であるとの判断からである． 
その際に，従来では表現できなかった漢字

に対応するために，文字コードを SJIS から
UTF-8 に変更した．この結果，従来は 120 文
字ほどの表現できていなかった漢字のうち，
70 文字程度が表現可能となった．さらに，
UTF-8 でも表示できない漢字については，ア
ルファベットなどの記号で置き換えて
データベースに格納しているが，それらの漢
字の画像も含めた形で検索結果を表示する
機能も追加した． 
加えて，現代仮名遣いと歴史的仮名遣いを

自動的に変換して検索する機能を実現した．
これまでは，和歌に含まれる歴史的仮名遣い
を忠実にキーワードとして指定する必要が
あったが，これによりその手間を省略するこ
とが可能となった．また，ユーザーの利便性
を 考 慮 し て ， 検 索 条 件 に 指 定 さ れ た
キーワードを検索結果中に強調表示する機
能，検索結果内での文字列検索などの機能も
追加した．このように，従来の検索システム
の大きな問題点を解決した． 
さらに，次のステップとして，検索条件に

指定されたキーワードの同義語からも和歌
を検索する機能を実現した．あるキーワード
の同義語は，概念体系辞書と日本語単語辞書
を DB に格納したものを検索することで求め
ている．ただし，同義語を求める処理に時間
が掛かるなどの問題があり，次年度に向けて
の課題となった． 
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について，以下のいずれかが成立すると
は類似概念であるいう． 

に属する単語の単語見出しと同じ単
語見出しを持つ単語を概念 が含む． 

に属する単語の単語見出しを概念
の概念説明（または概念見出し）が含む．

万葉集に収録されている和歌
を内容に基づいて検索する機能の基本設計
を行い，それを採用した検索システムの試作

さらに，国文学研究において
は，複数の手書きの写本で伝えられている作

結果の提示
画像も結果に含

ある
しかし，負担の大きさ故に，

多くの作品について全ての写本がテキスト
化されておらず，微妙に内容が異なる写本を
簡単に参照することが難しい．そのため，手
書き日本語で書かれた写本の内容を容易に

必要とされている．そ
代表者らがこれまでに実現してきた日

に適用
し，その認識精度を評価して，問題の解決法

まず，独立行政法人情報通信研究機構が提
電子化辞書を用いて，単語の
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次に，同じ概念に属する単語同士を同じ意
味を持つ「同義語」，同じ概念ではないが似
た意味を持つ（概念体系にて近い距離にある）
概念に属する単語同士を「類似語」と定義し，
概念体系と単語表から，和歌検索時の
キーワード（検索語）の同義語と類似語を求
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図 3は概念体系の一部分を示している．概
念 と が類似概念であるとき， , 

である．また概念 が の下位概
念であるので， ，

となる（同様に， ）． 
 
「概念体系」，「単語表」，「概念距離」に基

づいて，検索語のみらならず，その同義語と
類似語も用いて和歌を検索するシステムを，
プログラミング言語Javaを用いて実装した．
また，万葉集の和歌は漢字のみで表記されて
いるため，筆者らがこれまでに提案してきた
手書き文字認識技術が古典文学作品中の漢
字にどれくらい有効であるかを認識実験に
より評価し，その問題点を解決する手法を提
案した． 
 
最終年度である 25 年度では，類似語を求

める手法の改善と，連想語を求める手法の提
案を行った．これまでの類似語を求める手法
では，検索語と全く似ていない意味の単語が
類似語として得られたり，逆に，類似語が全
く得られないことが少なくなかった．これら
の問題を解決するため，単語の共起性を利用
した類似語を求める新たな手法を考察した．
同時に，単語の共起性に基づいて連想語を求
める手法を提案した． 
一首の和歌において，ある単語がほかの単

語と同時に使用されているとき，これらの単
語の間には共起性があるとする．共起性が高
い単語同士は，複数の和歌において同時に使
用される頻度が高いということであり，これ
らの単語同士を，万葉集における連想語とす
る．そのために，万葉集に含まれる単語同士
の共起性を表現する共起行列（表 1）を作成
し，単語同士の共起頻度や共起ベクトルを比
較することで，連想語と類似語を求めること
とした．提案した一連の手法は以下の通りで
ある． 
 

手順 1：万葉集の和歌の単語から構成される
共起行列を作成する．万葉集の訓読文から名
詞，動詞等の単語のみを抽出する．抽出した
単語の集合を H と K(H=K)とする.H 中の単語
を本文語，K 中の単語を共起語と呼ぶ．任意
の本語と共起語とが1首中に共起する頻度を
カウントし，各行が本文語，各列が共起語に
対応するような共起行列を作成する． 
 

手順 2：共起行列の行ベクトルは，対応する
本文語の共起パターンを表しており，この行
ベクトルを共起ベクトルと呼ぶ．共起ベクト
ルから零ベクトルである行を削除する． 
 
手順 3：共起ベクトルを比較して類似語を探
す．共起行列において，ある 2単語に対応す
る共起ベクトルが近ければ，共起パターンが
似ている．したがって，この 2つの単語を意
味的に近い，つまり類似語であるとする．な
お，共起ベクトルの比較においての基準とし

て，共起ベクトルのコサイン類似度を採用し
た． 
 
手順 4：共起頻度を比較して連想語を探す．
ある本文語とある単語が本文中で共起して
いる回数が多いとき，それらの単語は，連想
できる可能性が高い．つまり，共起ベクトル
において，本文語と共起語の共起頻度が高い
とき，その本文語と共起語はお互いに連想語
であるとする． 
 

表 1：共起行列（一部抜粋） 

 
 
さらに，万葉集の巻頭から 20 首の和歌の

訓読文について手動で取り出した単語のみ
を対象として共起行列を作成し，提案した手
法によって得られる類似語と連想語につい
て考察した．その結果，共起ベクトルのコサ
イン類似度が高い単語同士はよく似た意味
をもつ傾向が高いことが分かったが，これま
でに提案してきたEDR電子化辞書を用いた類
似語を求める手法と比べて特に優位に結果
が得られたとまでは言えなかった． 
 
また，本文語に対して共起頻度の高い共起

語を探すことで，連想語を見つけることがで
きるが，共起頻度の高さを判定する適切な基
準を考える必要があることが判明した．さら
に，万葉集にのみ含まれる単語（古語など）
や現代とは意味が異なる単語などが検索語
の同義語や類似語として得られないという
問題（問題 1）や，共起語と本文語が同じ単
語の集合であり，同じ意味を持つ複数の共起
語が存在するため，本文語が同じ意味を持つ
複数の共起語と共起するときの共起頻度が
別々にカウントされることになり，適切な共
起ベクトルが得られないという問題（問題 2）
も明らかになった． 
 
次いで，上記の問題点 1と 2を解決するた

めに，以下のような改善法を提案した． 
 

【手法 1：概念体系の拡張】 
EDR 電子化辞書に収録されている単語や概

念は，現代日本語が中心であり，万葉集には
含まれるが，現代は使われなくなっている日
本語（古語）などはあまり含まれていない．
また，万葉集の単語には，現代日本語と同じ
表記であるが，意味が異なるものも少なくな
い．そこで，万葉集に含まれる単語を抽出し，
万葉集におけるその意味に相応しい概念に
属するように概念体系に組み入れることに
より，問題 1 の解決を図る．例えば，「君が

雲 草枕 大君 大和 天皇 都 宮処 国
雲 0 1 1 0 0 0 0
草枕 0 2 0 0 1 0 0
大君 1 2 1 0 2 1 3
大和 1 0 1 1 0 0 4
天皇 0 0 0 1 0 0 1
都 0 1 2 0 0 0 1
宮処 0 0 1 0 0 0 1
国 0 0 3 4 1 1 1



代も我が代も知るや岩代の岡の草根をいざ
結びてな」という和歌から，単語「代」を抽
出する．この和歌において，「代」は「年齢」
という意味である．したがって，「年齢」と
いう概念に属させたように「代」という単語
を概念体系に組み入れる． 
 

【手法 2：共起行列の列の統合及び分割】 
共起行列の列には，同じ意味を持つ単語が

複数存在する．表 1の例では，共起語「天皇」
は「大君」など他にも様々な共起語と同じ意
味をもつ単語である．つまり，本文語「国」
は，天皇という意味の単語と 4回共起してい
るが，共起回数が複数の列（大君と天皇）に
分散されている．このような，同じ意味を持
つ共起語を統合し，共起回数を合算する必要
がある．そのために，共起語の意味属性を考
慮した共起行列（表 2）を作成する．この共
起行列では，列は 1つ意味を表す共起概念と
なる．したがって，意味が同じ共起語は一つ
の列に統合され，共起語が複数の意味を持つ
場合は複数の列が作成される． 
 

表 2:共起語の意味情報を元に作成した共起
行列（一部） 

 
※「-」は，共起概念に本文語が属していることを表す． 

 
この手法に対して，万葉集巻一(84 首)の和

歌の訓読文を対象に単語（509 語）を対象と
した実験を行い，どのような単語同士が連想
語の関係があるかを調べた．その際に，連想
語を求める指標として，ダイス係数，T-Score，
MI-Score の 3 つの値について調査し，万葉集
和歌検索においては，MI-Score が妥当な連想
語を求める指標であるといえるとの結論に
至った． 
 
本研究の成果の一部を，平成 25 年度(第 64

回)電気・情報関連学会中国支部大会にて発
表したところ，情報処理学会中国支部優秀論
文発表賞を受賞した．さらに，平成 26 年 3
月に情報処理学会全国大会にて発表したと
ころ，情報処理学会第 76 回全国大会学生奨
励賞を受賞した． 
 
今後の課題として以下のものが挙げられ

る． 
 
(1) 万葉集全20巻約4500首の全ての和歌に

対して，提案手法を適用して連想語を求
めること． 

(2) 提案手法によって求めた連想語を用い
た検索システムを実現すること． 

(3) 「３．研究の方法」の(4)で述べた，和

歌の内容を表すキーワードを抽出する
仕組みを提案して実現すること． 
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